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前中期経営計画の自己評価※と課題
ターゲット

主なKPIKGI（2030年の
ありたい姿）マテリアリティ

2024年度目標2030年度目標
2024年度目標は達成したものの、
30%削減にはより抜本的な施策が必要
Scope3精緻化･目標設定とグローバルG
全体への展開が課題

★★★☆☆10%以上30%以上・CO2排出量削減率
（2017年⽐）（国内G※）

脱炭素や気候変動に対
して業界における主導
的地位を確⽴している

①気候変動問題
への対応

環
境
価
値
の
創
造

フードロス削減は大きく進捗したが、
容器包装プラスチック削減が大きな課題

★★☆☆☆10%以上30%以上
・容器包装プラスチック

使⽤量削減（2020年⽐）
（MN※）

効率的な資源利⽤によ
るサーキュラーエコノ
ミーがグループ内に浸
透し、実践している

②循環型社会
実現への貢献

★★★★★20%以上50%以上・フードロス削減
（2020年⽐）（国内G）

グループ内浸透の次のステップとして、
サプライチェーンへの拡大展開

★★★☆☆100%ー・漁具管理ガイドラインの
策定と運⽤率（G全体※）

自社を含むサプライ
チェーン上で海洋への
プラスチック排出ゼロ
を実践している

③海洋プラス
チック問題
への取組み ★★★★☆10%以上30%以上・クリーンアップ活動の

従業員参加率（国内G）

資源状態不明な⿂種の確認・改善が課題
養殖場の認証レベル管理の向上
TNFDの拡大展開

★★★☆☆ー100%・取扱水産資源の資源状態
確認率（G全体）取扱い水産資源につい

て、資源枯渇リスクが
ないことを確認してい
る

④生物多様性と
生態系の保全 ★★★☆☆リスク評価実施ー・生物多様性リスク評価

実施（国内G）

★★★☆☆グループ内全養殖
場で実施ー・養殖場の認証レベル管理

の実施（国内G）

前中期経営計画のサステナビリティ戦略（各マテリアリティのKPI）は概ね計画通りに進捗

※★★★★★︓2030年度KPI達成済み、★★★★☆︓2030年度のKPI達成に向けて先⾏して進捗
★★★☆☆︓2024年度KPI達成済み或いは2030年度KPI達成に向けて計画通り進捗、★★☆☆☆︓KPI達成に向けて遅れ気味
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前中期経営計画の自己評価※と課題
ターゲット

主なKPIKGI（2030年の
ありたい姿）マテリアリティ

2024年度目標2030年度目標

品質事故ゼロの継続★★★☆☆ゼロ件ー重大な品質事故（国内G）人々が安心できる食を世界
中の食卓に提供している

⑤安全・安心な
食の提供

社
会
価
値
の
創
造

2030年のKPIの達成に向けた施策
実施と顧客への価値創造★★★☆☆

対象製品基準確⽴
と2030年度目標の

設定
2030年度
KPIの達成

健康価値創造と持続可能性に
貢献する製品基準確⽴と2030
年目標の設定（MN）

健康価値創造と持続可能性
に貢献する食品トップ企業
としてブランドを確⽴して
いる

⑥健康価値創造と
持続可能性に貢
献する食の提供

人財育成プログラムの実践と
エンゲージメントの向上

★★★☆☆ー35%以上採⽤⽐率⼥性50%維持に
よる⼥性従業員⽐（MN）

多様化が尊重された、従業
員が安心して活躍できる職
場環境が構築できている

⑦多様な人財が
安心して活躍
できる職場環境
の構築

★★★☆☆ー15%以上⼥性管理職⽐率（MN）

★★★☆☆
評価⽅法確⽴と

2030年度目標の設
定

2030年度
KPIの達成

人財育成プログラムの確⽴
と2030年度目標の設定
（MN)

★★★☆☆
評価⽅法確⽴と

2030年度目標の設
定

2030年度
KPIの達成

従業員エンゲージメント評
価⽅法確⽴と2030年度目
標の設定（MN)

苦情処理メカニズムの確⽴、
発生した人権侵害リスクへの対応★★★☆☆ー100%

サプライチェーン上の人権
侵害ゼロの確認率（G全
体）

自社含むサプライチェーン
上で人権侵害ゼロを実現で
きている

⑧事業活動におけ
る人権の尊重

第3者監査による状況確認、IUU漁業
由来でない調達水産物の確認⽅法の
確⽴

★★★☆☆
サプライヤー調査

システムへの
カバー率100%

100％
サプライヤーガイドライン
への同意率・重要項目改善
率（G全体）

サプライヤーとの協働によ
り持続可能な調達網構築を
実現できている

⑨持続可能なサプ
ライチェーンの
構築

前中期経営計画（2022年〜2024年）サステナビリティ戦略進捗（社会価値）


